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（１）たて編ニット生地製造作業 （１）たて編ニット生地製造作業 （１）たて編ニット生地製造作業

①たて編機及び装置の運転及び取扱い ①たて編機及び装置の運転及び取扱い ①たて編機及び装置の運転及び取扱い

　1.たて編機の運転作業 　1.たて編機の運転作業 　1.たて編機の運転及び調整(※)作業

  2.糸切れ検知装置の取扱い作業   2.糸切れ検知装置の取扱い及び調整(※)作業

　3.テンション装置の取扱い作業 　3.テンション装置の取扱い及び調整(※)作業

　4.柄出し装置の取扱い作業 　4.柄出し装置の取扱い及び調整(※)作業

　5.送出し・巻取り装置の取扱い作業 　5.送出し・巻取り装置の取扱い及び調整(※)作業

　6.編成部装置の取扱い作業 　6.編成部装置の取扱い及び調整(※)作業

②編立て ②編立て ②編立て

　1.編地の規格確認作業 　1.編地の規格確認作業 　1.編地の規格設定作業

　2.編糸の仕掛け作業 　2.編糸の仕掛け作業

　3.基本組織の編出し作業 　3.変化組織の編出し作業

　4.基本組織の編成作業 　4.変化組織の編成作業

　5.柄出し作業

③管理・検査・補修 ③管理・検査・補修 ③管理・検査・補修・良否判定

　1.編み上がり製品の流し作業 　1.編み上がり製品の流し作業 　1.編み上がり製品の流し作業

　2.検査（見回り作業を含む）作業 　2.検査（見回り作業を含む）作業 　2.検査（良否判定を含む）作業

　3.編地の補修作業 　3.編地の補修（編きず対策を含む）作業 　3.編地の補修（編きず対策を含む）作業

　4.数量管理及び品質管理作業 　4.数量管理及び品質管理の確認・判断作業

(2)安全衛生業務

①雇い入れ時等の安全衛生教育

②作業開始前の安全装置等の点検作業

③たて編ニット生地製造職種に必要な整理整頓作業

④たて編ニット生地製造用機械及び周囲の安全確認作業

⑤保護具の着用と服装の安全点検作業

⑥安全装置の使用等による安全作業

⑦労働衛生上の有害性を防止するための作業

⑧異常時の応急措置を修得するための作業

(1)関連業務

　　①ビームの準備及び取扱い作業 　　⑧機械・器工具の管理及び取扱い作業

　　②原糸の管理及び取扱い作業 　　⑨機械準備・調整作業

　　③原糸、ビームの運搬作業 　　⑩簡易染色補助作業

　　④整経機の運転作業 　　⑪機台清掃作業

　　⑤クリールスタンド及び整経機への糸掛け、糸結び作業

　　⑥整経時の糸切れ処理作業

　　⑦整経時のテンション測定確認作業

(2)周辺業務

　　①機械保全補助作業

　　②ニット生地の包装・出荷作業

　　③工場内清掃作業

(3)安全衛生業務（関連業務、周辺業務を行う場合は必ず実施する業務）

　　上記※に同じ

　

(1)繊維の種類による素材（材料） (2)たて編糸の種類による素材（材料）　

　　　一つ以上必ず使用すること。 　　　一つ以上必ず使用すること。

　①天然繊維 　　1.フィラメント糸

　　1.植物繊維 　　2.紡績糸

　　2.動物繊維 　　3.加工糸

　②化学繊維 　　4.弾性糸

　　1.合成繊維

　　2.半合成繊維

　　3.再生繊維

①機械・設備 ②器工具等

　　　必要に応じて使用すること。

１．たて編機 　　1.ハンマ 　　7.おさ通し用具 　13.ノギス

　１）トリコット機 　　2.スパナ 　　8.ルーペ 　14.糸長計

　2）ラッシェル機 　　3.六角レンチ 　　9.ルノメータ 　15.ダイヤルゲージ

　　必要に応じて使用すること 　　4.ニードルペンチ 　10.スケール 　16.テンションメータ

2．整経機 　　5.ドライバ 　11.タコメータ 　17.硬度計

3.クリールスタンド 　　6.はさみ 　12.すきまゲージ 　18.プーリー抜き（ギヤプーラ）

　1.トリコット生地

　2.ラッシェル生地

　1.たて編以外のニット生地製造作業

　2.対象設備以外のたて編機によるたて編ニット生地製造作業

　3.ニット製品縫製作業

　4.綱･網地製造作業

　5.タオル・毛布製造作業

移行対象職種・
作業とはならな
い業務例

関連業務、周辺
業務（上記必須
業務に関する技
能等の修得に係
る業務等で該当
するものを選択
すること。）

使用する素材、
材料等（該当す
るものを選択す
ること。）

使用する機械、
器具等（該当す
るものを選択す
ること。）

たて編ニット生地製造職種（たて編ニット生地製造作業）

作業の定義 　編立て仕様書に基づき、たて編機を使用し、たて編ニット生地を編立て製造する作業をいう

必須業務（移行
対象職種・作業
で必ず行う業
務）

※調整とは、たて編機上のニードルとガイドが接触しない
よう相互の位置関係を目視とスロー運転で確認し、必要
に応じて修正することであり、各部品装置の取付け調整
とは、正常な取付けになっているかどうかについて、同じ
く目視やスロー運転により確認し、必要に応じて修正す
ることをいう。

製品等の例（該
当するものを選
択すること。）

第１号技能実習 第２号技能実習 第３号技能実習

※

　　一つ以上必ず使用すること

　6.上記の関連業務及び周辺業務のみの場合　6.上記の関連業務及び周辺業務のみの場合

　6.上記の関連業務及び周辺業務のみの場合


